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秋 桜 会 会 長 挨 拶

　秋桜会会員の皆様におかれまして
は、益々ご清栄のこととお慶び申し上
げます。
　秋桜会は、埼玉純真短期大学の開学
から２年後の1985年11月に発足し、
今年で発足40周年を迎えます。これ
もひとえに、卒業生の皆様、恩師の
方々、そして関係者の方々のお陰と心

より御礼申し上げます。
　秋桜会員数は、今年の42回生を迎え8,035名になります。
卒業生の皆様は、それぞれの場でご活躍されていることと思
います。主な秋桜会の活動は、母校との懸け橋として毎年開
催される純真祭への協賛金、卒業生への記念品の贈呈、秋桜
だよりの発行、総会の開催、ワークショップの実施等を行っ
ています。今年も10月26日（日）純真祭開催日に、総会と
ワークショップを開催いたします。今回のワークショップ
は、秋桜会発足40周年の年にちなんで、会員の皆様とのご
縁や結びを大切にしたいという思いを込めて『水引』を用い
たキーホルダー作りを行います。『水引』は、ご祝儀袋やご
贈答品の包み紙などに使用され、和紙を細長く結んだ飾り紐
のことです。紐を結んでいることから、転じて人と人を結び
つけるといった意味も含まれるようです。詳しくは、ワーク

ショップご案内のページをご覧いただき、当日多くの方のご
参加をお待ちしています。
　また、秋桜だよりでも２年前からお知らせしていますとお
り、11月29日（土）埼玉純真短期大学秋桜会発足40周年記
念パーティーを開催します。このパーティーが、旧友や恩師
との再会、そしてそれぞれの近況報告や懐かしい話に花を咲
かせるひと時になれば幸いと思っています。コロナ騒動も下
火になり、こうして皆様とお顔を合わせられることは本当に
喜ばしいことではないでしょうか。会員の皆様は、同窓会の
名称がなぜ『秋桜会』なのかご存じですか？こちらの問いの
回答は、40周年パーティーでお話したいと思います。これま
での40年に感謝するとともに、50年、60年と続いていくこ
とを願います。当日は、多くの皆様とお会いできることを楽
しみにしています。詳細は、別紙「ご案内」をご参照くださ
い。
　最後になりますが、ここで私から皆様へご協力のお願いが
あります。この秋桜だよりのＰ4秋桜会からのお願いにもあ
りますとおり、秋桜会の仕事をお手伝いいただける方の募集
をしています。ご興味のある方は、ぜひご連絡をお待ちして
います。
　これからの母校の発展と秋桜会会員の皆様のご活躍とご健
勝を心より祈念いたしまして、私の挨拶にかえさせていただ
きます。

第 8 回生　児童教育学科幼児教育学専攻　小林ひかり

P1：秋桜会会長挨拶
　　 第42回生新役員紹介

P2：学長挨拶
　　 第40回総会、ワークショップの報告

P3：第41回総会、ワークショップ開催と講師のご紹介

P4：第43回純真祭開催について
　　 同窓会（クラス会）開催への支援制度について
　　 秋桜会だよりの発送について
　　 秋桜会からのお願い

第 4 2 回 生  新 役 員 ご 紹 介

池田　真優 岡安　亜美 小島　響葵 古屋　萌乃

赤荻　　舞 小野塚莉愛 近藤　凜花 細井美心都

石渡あや音 門田　朱莉 坂本　涼風 武蔵穂乃花

大井　陽代 小沢　　葵 佐藤亜沙希 渡辺　美咲

佐藤絵麗奈 中村　奈々 平野　結菜

富樫　もか 中村りおん 福田真奈美

　今年 3 月に卒業され、今年度より秋桜会役員として、ご活
躍してくださいます新役員の方々をご紹介いたします。
　これからよろしくお願いいたします。
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埼 玉 純 真 短 期 大 学 学 長 挨 拶

　この度、埼玉純真短期大学の学長に
就任いたしました布施由起です。本学
が長い年月をかけて築いてきた歩みと、
その中で育まれてきた温かな人と人と
のつながりに思いを馳せるとき、学長
としての責任の重さ、そして皆さまか
ら寄せられる信頼の深さを改めて実感
し、身の引き締まる思いでおります。

　本学は創立以来、「気品」「知性」「奉仕」という学園訓
を掲げ、教育・保育・福祉の分野で社会を支える多くの卒業
生を輩出してまいりました。現場で真摯に子どもたちや人々
と向き合い、その人生に寄り添い、明日へと希望の光を届け
る、その姿こそが私たちの誇りであり、本学が大切にしてき
た教育の真価を物語っています。
　そして今年度からは、「遊びの達人」という新たなコンセ
プトのもと、子どもたちと心から向き合い、遊びの中にある
“学びの芽”を見つけ、育てる力を備えた保育者・教育者の
育成に、いっそう力を注いでまいります。“遊び”には、子
どもたちの未来を育む無限の可能性が宿っています。その一

瞬一瞬に寄り添い、共に笑い、共に悩み、共に成長していけ
る存在こそが、これからの時代を切り拓く人材であると、私
たちは信じています。
　現代社会は、今まさに大きな変化の渦の中にあります。し
かし、どれほど時代が移り変わろうとも、人と人とのぬくも
り、思いやり、そして共に育ち合う喜びの価値は決して色褪
せることはありません。本学では、専門的な知識や技術を学
ぶだけでなく、人と心を通わせ、現場で活きる実践力を身に
つけられるよう、学生一人ひとりの「その人らしい未来」に
寄り添う教育を、教職員が一丸となって進めてまいります。
　また、卒業された皆さまとの絆を、これからも大切に育ん
でまいりたいと願っております。同窓会をはじめとするさま
ざまなネットワークを通じて、母校がいつまでも皆さまの心
のよりどころであり続けることができれば、これに勝る喜び
はございません。
　これからの埼玉純真短期大学が、学生、卒業生、そして地
域の皆さまにとって、かけがえのない存在となるよう、心を
尽くしてまいります。どうか今後とも、温かいご支援とご協
力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
　結びに、皆さまのご健勝とご活躍を心よりお祈り申し上げ、
ご挨拶とさせていただきます。

秋桜会のみなさま
埼玉純真短期大学　学長　布施由起

第 4 0 回 総 会 ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 報 告
　秋桜会は、令和６年10月27日（日）11：15～
11：55、12：10～12：40、13：00～13：の時
間帯で、総会とワークショップを実施いたしまし
た。今回のワークショップは、hachidori代表田村
友莉香氏による『クリスマスサンドアート作り』
でした。参加者の作品と感想の一部を掲載いたし
ます。12：10～12：40の総会では、小林ひかり会
長の挨拶から始まり、会務報告、会計報告、会計
監査報告、会務計画、予算計画等が役員より報告
がなされ、無事承認され終了しました。

〜 参加された方々の作品とアンケートをご紹介 〜〜 参加された方々の作品とアンケートをご紹介 〜

私は現在、小学校の非常勤講師をしております。30年ぶりに短大に足を運
びました。ワークショップを見てやってみたいと思い申し込みました。グラスの
中で自分の気持ちを表現できるのでとても面白いと思いました。これからも、
ワークショップを開催してください。茨城県からきています。また、ワークショッ
プに参加し、純真祭も楽みにしています。

15年ぶりに参加しました。楽しかったです。家に飾ります。

会報が届き、ページをめくっているとカラフルなグラスサンドアートが目に飛
び込んできたので、すぐに申し込みました。取り組む前から「う～ん、むずかしそ
う」と思っていたのですが、やはり自分が思い描いていたようなアートには程
遠い作品になってしまいました。（小林会長は、私の目の前で素敵な模様がた
くさんの作品に挑戦されていました。ハートの模様がとても可愛かったです！）
砂を積んでいく工程は、幼い子どもたちから高齢の方々 まで幅広い年代で気
軽に取り組めると思うので、とても素晴らしい講座だと思いました！また、次
回の講座も楽しみにしています。大変お世話になりました。

卒業後、初めて純真祭に来て参加させていただきました。今後もやってみた
いワークショップがあれば、参加したいと思いました。久しぶりすぎて驚いてし
まいました。サンドアートは、楽しかったです。

初めての試みで、とても難しかった（色の配分、波の模様）
けど、熱中してしまいました。とても、面白かったです。

＊‌�アンケートへのご協力ありがとうございました。紙面の関係上、全てこ
ちらに掲載することができませんでした。他のアンケートにつきまして
は、短大のHP（ホームページ）秋桜会のページに掲載させていただき
ます。ご了承ください。
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第 4 1 回 埼 玉 純 真 短 期 大 学 秋 桜 会 総 会 開 催 に つ い て
　秋桜会では、令和７年10月26日（日）総会とワークショッ
プを開催いたします。
　今回は、水引デザイナーの山本佐智代氏をお招きして『水
引のキーホルダー作り』を開催します。『水引』とは、贈答
品を贈る際に包む奉書紙を結び止めるための「こより」のよ
うなもの。結び目によって贈り主の心を表現するものだそう
です。水引のルーツは飛鳥時代までさかのぼるといわれてお

り、中国からの渡来品が紅白の麻紐でくくられていたものが
水引の起原であるという説があるそうです。江戸時代には、
庶民の間での贈答が一般的になり、水引も広く使われるよう
になったということです。このように、遠い昔から多くの場
面において活躍してきた水引を使って、今の時代へ受け継い
でいけるようにとの思いを込めて企画しました。

開催日 　2025年10月26日（日）

日　程 　11：15～11：55　　１回目ワークショップ
	 12：10～12：40　　総会
	 13：00～13：40　　２回目ワークショップ

会　場 　埼玉純真短期大学内　図画工作室

参加費 　500円（材料費を含む）
	 （‌� 秋桜会員の方で12：10からの秋桜会総会にご出

席される方、された方についての参加費は無料）

　＊‌�参加希望の方は、返信はがきに必要事項をご記入の上、
締切日10月10日までにご返送ください。

講　師 　水引デザイナー　山本 佐智代 氏

【プロフィール】
　縁起の良いものとして知られている『水引』のもつ美しさ
に魅了され、自身の表現の基本素材として作家としての制作
活動をスタートさせてから約４年、東京都内、埼玉県、群馬
県、栃木県などのイベントでのワークショップを開催、コー
ヒーと日常botanica picnico@cafe365_等で100回以上の出
展を経験、気分を上げる水引小物を製作しアクセサリーの販
売等をされ活躍中。取り扱っている水引は、創業140年以上
の長野県飯田市の『そうきち』というお店のもので、大相撲
の懸賞金に結ばれる水引に関わっているお店のものだそうで
す。今回のワークショップでもこちらのお店のものを用意し
ます。子どもから大人まで楽しめる自分だけの作品作りをお
楽しみください。

☆Instagram：swallow202104
☆屋号：Swa-2ツバメ
☆好きな言葉：信は力なり　和して同ぜず
☆射手座のＢ型

＼
今
回
作
成

する
キー
ホルダーはこちらです／

＊当日は、講師の方の作品の展示販売も行います。
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１. ‌�秋桜会は、埼玉純真短期大学（旧：埼玉純真女子短期大
学）を卒業された方誰もが、気兼ねなく集い語り合える場
です。毎年純真祭開催日に合わせて、秋桜会総会を開催し
ています。総会の日には、ワークショップやセミナーなど
も実施しています。秋桜会員の方で、ワークショップやセ
ミナーの講師をやれる方、ご自身の情報などを投稿いただ
ける方はご応募ください。ご協力の程、よろしくお願いい
たします。

２. ‌�秋桜会のお手伝いをしてみようかなと、思っている方がい
らっしゃいましたら、随時募集しています。お気軽に手
紙、はがき、もしくはメール等でお問い合わせください。

３. ‌�「秋桜だより」に記載されている記事に関するお問い合わ
せについては、手紙、はがき、もしくはメール等でお問い
合わせください。回答については、少々お時間をいただく
ことになります。ご了承ください。

４. ‌�氏名、住所等が変更になった場合は、お知らせください。

お問い合わせ先：埼玉純真短期大学秋桜会事務局
　　　　　　　　☎：080-5101-5786
　　　　　　　　 ：dosokai@sai-junshin.ac.jp

秋桜会からのお願い秋桜会からのお願い

　例年、秋桜だよりの発送については、発送を「希望する」、
「希望しない」といことを総会の出欠はがきを利用して伺っ
ていました。何年も前から既に、発送をご辞退している方も
いらっしゃるわけですが、今回は別紙「埼玉純真短期大学秋
桜会発足40周年記念パーティー開催のご案内」の送付があり
ますので、秋桜会会員の方全員へ発送しています。
　ご理解の程、よろしくお願いいたします。

秋桜だよりの発送について秋桜だよりの発送について
　秋桜会では、卒業時のクラス・ゼミ等での同窓会を開催す
るにあたり告知用の往復はがき代、もしくは、封書でのご案
内状送付の切手代費用を負担いたします。支援制度をご希望
される方は、下記の方法にて申請してください。

≪申請方法≫
１. ‌�同窓会（クラス会・ゼミ会）等を開催したい旨を、秋桜
会事務局へご連絡ください。その際、代表者の方の、氏
名、住所、連絡先、卒業年度、卒業学科（コース）等を
お知らせください。

２. ‌�１.の代表の方へ『申請書』を送付いたします。その際、
「返送用の封筒」を同封いたします。

３. ‌�『申請書』が届きましたら、申請書と往復はがき、もしくは
切手購入のレシート、案内状の文書等をご返送ください。

４. ‌�ご返送いただいたものを確認後、現金書留にて送金いた
します。

５. ‌�現金を送金後、領収書を送付いたします。金額を確認
後、領収書をご返送ください。その際、「返送用封筒」を
同封いたします。

６. ‌�開催当日の写真と報告書の提出（秋桜だより掲載用）を
お願いいたします。

同窓会（クラス会）開催の支援制度の再開について同窓会（クラス会）開催の支援制度の再開について

第 4 3 回 純 真 祭 開 催 に つ い て

　埼玉純真短期大学において、令和７年10月25日（土）、26日（日）の2日間
「純真祭」が開催されます。今年のテーマは『青瞬〜ワクドキな想い出をシェア
しよう〜』だそうです。
　学生たちは、色々と準備をしているようです。多くの秋桜会会員の皆様のご来
場をお待ちしております。詳しくは、埼玉純真短期大学のホームページでご確認
ください。

純真祭についてのお問い合わせ先
埼玉純真短期大学　電話：048-562-0711　
　　　　　　　　　H P ：http://www.sai-junshin.ac.jp


